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1. CiNii Articles 
CiNii(NII 学術情報ナビゲータ［サイニィ］）は，国立情報学研究所（NII）が運営するデー
タベース・サービスで，「CiNii Articles－日本の論文をさがす」（2005 年開始， https://ci.nii.ac.jp/），
「CiNii Books－大学図書館の本をさがす」（2011年開始， https://ci.nii.ac.jp/books/?l=ja），「CiNii 
Dissertations－日本の博士論文をさがす」（2015年開始，http://ci.nii.ac.jp/d/ ）が提供されている
[1]。CiNii の検索結果は，各フォーマットで書き出し（RefWorks，EndNote，Mendeley）や表
示（Refer/BibIX，RIS，Bib Tex，TSV）ができる。文字コードは，UTF-8（Unicode Transformation 
Format-8）である。 
「CiNii パンフレット」（2018 年 4 月）によれば，CiNii Articles の主なデータベース（メタデ
ータ）には，雑誌記事索引データベース（国立国会図書館），NDL デジタルコレクション（国
立国会図書館），機関リポジトリ（大学・研究機関等），J-STAGE（科学技術振興機構）が，連
携サービス（リンク情報）には，医中誌Web（医学中央雑誌刊行会），CrossRef（出版社など）
など[2]がある。雑誌記事索引データベースは，「国立国会図書館が収集・整理した国内刊行和
文雑誌（一部外国刊行和文雑誌・国内刊行欧文雑誌を含む。）から，固有の論題をもつ記事を
データベース化」[3]したもので，学術雑誌のほか国立国会図書館で利用頻度の高い雑誌[4]や
企業・団体の研究報告類，高等教育機関と関連研究機関の紀要類を採録[5]している。 
「CiNii Articles クイックガイド」は，CiNii Articles の利用方法を説明した資料である。現在
のクイックガイドは，更新が 2017年 7 月 31日であるため検索画面が実際のものと異なる場合
がある。その内容は，①キーワードによる検索方法，②検索結果画面の使い方，③外部との連
携，でPDF 版[6]とPPT 版[7]が提供されている。 
本稿では，CiNii Articlesの検索結果を書き出して，書誌データをExcel ファイルで保存する
方法を概説する。次章以降の構成は，2.テキストファイルによる書誌データの保存，3.のテキ
ストファイルの Excel ファイルによる保存，4.クエリによるデータの取得と Excel ファイルに
よる保存，5.複数のテーブルの結合，6.列（引用）の追加，7.参照図一覧，である。 
 
2. CiNii Articlesの検索結果をテキストファイルで保存する 
①CiNii Articles（https://ci.nii.ac.jp/）にアクセスする。 
②検索する。 
CiNii Articles のメニューは，論文情報全体をキーワードで検索する［簡易検索］（図 1）と，
検索条件を細かく設定できる［詳細検索］（図 2）とがある。 
例 1・詳細検索でタイトルに「J-STAGE」が含まれる論文を［本文あり］の条件で検索し，
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結果をテキストファイルで保存する。検索の結果198件ヒットした（2019年12月18日現在）。 
例 2・詳細検索でタイトルに「医中誌Web」が含まれる論文を［本文あり］の条件で検索し，
結果をテキストファイルで保存する。検索の結果 72 件ヒットした（2019 年 12 月 18 日現在）。 
③例 1の検索結果表示を変更する 
配列順序は［出版年:新しい順］を選択する。ヒット件数に応じて，1 ページ当たりの表示
件数（［20 件ずつ表示］，［50 件ずつ表示］，［100件ずつ表示］，［200件ずつ表示］）を選んで［表
示］をクリックする。例 1 は 198件ヒットしたので，［200 件表示］を選択する。（図 3） 
※1 ページにすべての検索結果が表示されるように 1 ページ当たりの表示件数を設定する。
検索結果が 200件よりも多い場合は，検索条件に出版年（例・2000 年～2015年）を加えて 200
件以下になるように調整する。 
④検索結果一覧が更新されたら，［すべて表示］にチェックマーク（☑）を付け，［TSV で表
示］を選択し，［実行］をクリックする。（図 4） 
※TSV（Tab Separated Values）は，タブ区切りとも呼ばれる「データベースや表計算ソフト
において、データをテキストファイルとして保存する場合の一形式。項目やセルを、タブと呼
ばれる制御文字で区切るもの」[8]である。 
⑤新たなウィンドウが開き TSV 形式で検索結果が表示される。表示されたデータを全選択
（Ctrl＋A）して，コピー（Ctrl＋C）する。（図 5） 
⑥メモ帳（［Windows アクセサリー］ → ［メモ帳］）を起動してコピーしたテキストを貼
り付ける（Ctrl＋V）。（図 6） 
⑦［ファイル］をクリックし，さらに［名前を付けて保存］をクリックして，任意の名前（例
1・J-STAGE）をつける。ファイル名が［J-STAGE.txt］，文字コードが［UTF-8］であることを
確認する。 
⑧ファイルの種類を［テキストファイル.txt］から［すべてのファイル］に変更し，［保存］を
クリックする。（図 7） 
 
3. Excelファイルに保存する：テキストファイルを取り込む 
2.CiNii Articles の検索結果をテキストファイルで保存する，を実行する 
①Excel を起動する。［ファイル］タブの［開く］，［このPC］をクリックする。［デスクトップ］
をクリックして，ファイルの種類を［すべてのExcel ファイル］から［すべてのファイル］に
変更するとテキストファイルの「J-STAGE」が表示される。「J-STAGE」をクリックして［開
く］をクリックする。（図 8） 
②［テキストファイルウィザード 1/3］が表示される。［元のデータの形式］に［カンマやタ
ブなどの区切り文字によってフィールドごとに区切られたデータ］が選択されていることを確
認し，［先頭行をデータの見出しとして使用する］にチェックマーク（☑）を付ける。［次へ］
をクリックする。（図 9） 
※［取り込み開始行］で行番号を指定すると，指定した行番号以降からデータ取り込みがで
きる。 
③［テキストファイルウィザード 2/3］が表示される。区切り文字の［タブ］にチェックマー
ク（☑）が付与されていることを確認して［次へ］をクリックする。（図 10） 
④［テキストファイルウィザード 3/3］が表示される。列のデータ形式が［標準］にチェック
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マーク（☑）が付与されているのを確認して［完了］をクリックする。（図 11） 
⑤タブ区切りによる表が作成された。図 12） 
 
4. Excelファイルに保存する：クエリによりデータを取得する 
2.CiNii Articles の検索結果をテキストファイルで保存する，を実行する。 
①Excel を起動する。［データ］タブの［データの取得と変換］グループから［データの取得］
→［ファイルから］→［テキストまたはCSV から］をクリックする。（図 13） 
※CSV: 《comma-separated value》データベースや表計算ソフトにおいて，データをテキス
トファイルとして保存する場合の一形式。項目やセルをカンマ（コンマ）で区切っている。カ
ンマ区切り。[9] 
②接続したいファイル名（例 1・J-STAGE）をクリックして［インポート］をクリックする。
（図 14） 
③プレビューが表示される。［元のファイル］が［932:日本語（シフト JIS）］となっており，
文字化け（図 15）をしているので，文字化けを解消するために［元のファイル］を［なし］
に変更して［区切り記号］が［タブ］で，［データ型の検出］が［最初の 200 行に基づく］と
なっていることを確認し，［読み込み］をクリックする（図 16）。 
※［クエリエディター］が表示されたら，［ホーム］タブの［閉じて読みこむ］をクリックす
る。 
④クエリ（J-STAGE）が読みこまれてテーブル形式で表が作成された。（図 17） 
 
5. 複数の表（テーブル）を結合する 
例 2・詳細検索画面でタイトルに「医中誌Web」が含まれる論文を［本文あり］の条件で検
索した結果（72件）を，検索結果をテキストファイルで保存する。 
① 4.④のシート（図 17）を表示させる。 
［データ］タブの［データの取得と変換］グループから［テキストまたはCSV から］をクリ
ックする。接続したいファイル名（例 2・医中誌Web）をクリックして［インポート］をクリ
ックする。（図 18） 
②プレビューが表示される。［元のファイル］が［932:日本語（シフト JIS）］となっており，
文字化け（図 19）をしているので，文字化けを解消するために［元のファイル］を［なし］
に変更して［区切り記号］が［タブ］，［データ型の検出］が［最初の 200 行に基づく］となっ
ていることを確認し，［読み込み先］をクリックする（図 20）。 
③［データのインポート］が表示される。表示形式に［テーブル］，データを返す先に［新規
ワークシート］を選択し，［このデータをデータモデルに追加する］にチェックマーク（☑）
を付与して［OK］をクリックする。（図 21） 
④クエリ（医中誌Web）が読みこまれて，テーブル形式の表が作成された。（図 22） 
⑤［クエリと接続］で［J-STAGE］を右クリックする。表示されたコンテキストメニューから
［追加］を選びクリックする。（図 23） 
⑥［追加］メニューで，［2 つのテーブル］を選択し，主テーブルに［J-STAGE］を，主テー
ブルに追加するテーブルに［医中誌Web］を選択して［OK］をクリックする。（図 24） 
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⑦［Power Queryエディター］が起動し，［Append1］が作成された。 
⑧［ホーム］タブの［閉じて読みこむ］をクリックする。（図 25） 
⑨クエリ（Append1）が読みこまれてテーブル形式の表が作成された。（図 26） 
※この表は［J-STAGE］の表と［医中誌Web］の表を結合したものである。 
 
6. 保存したファイルに列（引用）を追加する 
① 5．⑨の表（Append1）のセル［L1］に「引用」と入力する。 
本稿では，引用の形式を『科学技術情報流通技術基準 参照文献』「5．1．1 通常の 1 記事」
の記述法（著者名．論文名．誌名．出版年，巻数，号数，はじめのページ－おわりのページ）
の例 2 巻・号を簡略記述（著者名．論文名．誌名．出版年，（巻数）号数，はじめのページ
－おわりのページ）に準拠するものとする。 
※引用形式は，学問分野により異なるため，当該領域の学会機関誌の執筆要綱等を参考にする。 
②セル［L2］に「村上 絵美,松邑 勝治,大井 喜久子,宮川 謹至,藤田 隆,和田 光俊,重松 麦穂,
小田島  亙 ,木下  健太郎 ,大形  英男 .J-STAGE の新たな取り組み .情報の科学と技
術.2019,69(11),p.497-503」と入力する。（図 27） 
③オートフィルでセル［L271］までコピーをする。この場合，連続データがコピーされた。 
④データを修正するために［オートフィルオプション］を開き［連続データ］を［フラッシュ
フィル］に変更する。（図 28） 
⑤［フラッシュフィル］が正しいか確認し，必要に応じてデータを修正する。（図 29） 
 
7. 参照図 
 
図1 CiNii Articles 日本の論文をさがす 簡易検索 
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図2 CiNii Articles 日本の論文をさがす 詳細検索 
 
図3 ［200件ずつ表示］［表示］ 
 
図4 ☑すべて選択，［TSVで表示］［実行］ 
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図5 TSV 形式で表示された全データをコピーする 
 
図6 データを［メモ帳］に貼り付ける 
 
図7 名前を付けてファイルを保存する 
 
図8 Excelで［J-STAGE］ファイルを開く 
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図9 テキストファイルウィザード 1/3 
 
図10 テキストファイルウィザード 2/3 
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図 11 テキストファイルウィザード 3/3 
 
図12 3．例 1の表（タブ区切り J-STAGE） 
 
図13 データの取得 
 
図14 ファイル名：J-STAGE の［インポート］ 
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    図 15 ［元のファイル］［932：日本語シフト（JIS）］で文字化けした表 
 
図16 J-STAGE.txt［元のファイル］［なし］ ［読み込み］ 
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図17 4．例 1の表（テーブル J-STAGE） 
 
図18 ファイル名：医中誌Webの［インポート］ 
 
図19 医中誌Web.txt ［元のファイル］［932：日本語シフト（JIS）］で文字化けした表 
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図20 医中誌Web.txt［元のファイル］［なし］ ［読み込み先］ 
 
図21 データのインポート 
 
図22 5．例 2の表（テーブル 医中誌Web） 
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図23 ［クエリと接続］の「J-STAGE」で「右クリック ［追加］ 
 
図24 追加 
 
図25 Power Queryエディターの起動 Append1 → 閉じて読みこむ 
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図26 5．の表（テーブル Append1［J-STAGE と医中誌Webの結合］） 
 
図27 セル［L1］に［引用］，セル［L2］に行番号 2の資料の引用形入力 
 
図28 オートフィルでコピーし，オートフィルオプションで［フラッシュフィル］を選択する 
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図29  引用が追加された表 
 
 
参考文献 
[1] 小野 亘, “国立情報学研究所の学術コンテンツ事業紹介：平成 29年度大学図書館職員短期
研修 ”. https://www.nii.ac.jp/hrd/ja/librarian/h29/lib-12.pdf 2019 年 12 月 18 日最終確認 
[2] 国立情報学研究所［編］,CiNii パンフレット（2018年 4 月）,2018 
https://support.nii.ac.jp/sites/default/files/cinii_pamphlet_web_2018.pdf 2019 年 12 月 18 日最終
確認 
[3] 国立国会図書館雑誌記事索引データベース, 雑誌記事索引について 
https://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_index.html  2019 年 12 月 18日最終確認 
[4] 国立国会図書館雑誌記事索引データベース, 雑誌記事索引について 
[5] 「平成 8（1996）年 6 月 約 3,100 誌から約 5,500 誌へ利用頻度の高い雑誌（平成 5 年度・
当館利用頻度調査による。）を加えた。※一般週刊誌は「雑誌記事索引採録誌選定基準」
において採録対象としていないが、下記一般週刊誌は、この時に利用状況を考慮して採録
誌とした。サンデー毎日、週刊読売、週刊朝日、週刊現代、週刊文春、週刊新潮、週刊ポ
スト、週刊宝石、Aera、金曜日」 
https://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_index.html  2019 年 12 月 18日最終確認 
[6] 国立国会図書館, 雑誌記事索引採録誌一覧 
https://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_index.html  2019 年 12 月 18日最終確認 
採録誌総数：24,191 誌内、現在採録中 10,934 誌、廃刊・採録中止 13,257 誌（2019 年 10
月 30 日現在） 
[7] CiNii ArticlesクイックガイドPDF 版 
https://support.nii.ac.jp/sites/default/files/cinii/ja_ciniiarticles_quickguide.pdf  2019 年 12 月 18
日最終確認 
[8] CiNii Articlesクイックガイド PPT 版 
https://support.nii.ac.jp/sites/default/files/cinii/ja_ciniiarticles_quickguide.pdf  2019 年 12 月 18
日最終確認 
[9] デジタル大辞泉,小学館 
hhttps://dictionary.goo.ne.jp/word/CSV/#jn-92832 2019年 12 月 18日最終確認 
 
 
